
第７回勤務医フォーラム

「金沢市の救急医療体制を検証する」

〔受け入れ施設から〕
夜間救病診療所の立場から

わたなべ小児科医院
渡部礼二

いつも病院の先生方には連携病院として２次、３次
待機をお願いし御協力ありがとうございます。後方
病院があるからこそ１次診療が成り立つ訳で、病院
の先生方にはお世話になりっぱなしで感謝しており
ます。今日、私は大手町の夜間急病診療所の現況と、
その問題点についてお話したいと思います。また、
日曜当番医の実際についても少し触れたいと思いま
す。
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金沢市の休日当番医 AM ９：００～ PM ６：００

内科小児科 ：４ブロック（２３～３３） 各１ ヶ所
小児科 ：全区（２８） １ ヶ所

２ ヶ所 （ 年末、１～２月Flu流行期、GW ）

整形外科 ：全区（３１） １ ヶ所
外科 ：２ブロック（１８，２２） 各１ヶ所
産婦人科 ：全区（２２） １ヶ所
眼科 ：全区（２２） １ヶ所
耳鼻咽喉科 ：全区（１３） １ヶ所
皮膚泌尿器科：全区（２６） １ヶ所

金沢市の夜間急病診療所 PM ７：００～ PM １１：００

内科（７７） ：１名
小児科（２４、週１回大学） ：１名

（ ）：協力医（医療機関）数

・ 夜間急病診療所は内科と小児科の二つの診療科
を３６５日午後７時から午後１１時まで診療し
て います。なお、昨年１０月までは０時まで診
療していました。スライドの（ ）内は出向協
力医、及び医療機関数であります。
日曜当番医は内科が４本、外科が２本、小児科は

通常は１本ですがインフルエンザ流行期、ゴールデ
ンウィーク、年末年始は２本 立てています。整形
外科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚泌尿器科
は夫々１本ずつ立てています。これらは会員の御協
力の基で成り立っております。ありがとうございま
す
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大手町夜間診療所・時間外・当番医のバックアップ

当番医

二次

三次

各々１ヶ所以上 ：
内科（９）
小児科（５）
外科（８）

各々１ヶ所以上 / 日：
内科（１３）
小児科（６）
外科（１２）
整形外科（９）
脳血管障害（１）
循環器系（１）
全般（１）
１日 / 週：皮膚科（２）
１日 / 隔週：脳神経外科（１）

全科（２）、小児科（１）

大手町夜間診療所

日祭日平日

一次

（ ）：協力医療機関数

その、日曜当番医や大手町の夜間急病診療所の後方
病院は各科、平日時間外二次救急輪番制を組んでお
願いしております。小児科以外は金大と県中は３次
病院になっています。小児科は日曜、平日とも後方
病院が１つないし２つ当てられています。金大は３
次になっています。

3



大手町夜間急病診療所出向協力医
（有床診療所及び70歳以上は免除）

77
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24

他１日/週：金大小児科から出向

小児科：県立中央病院時間外：毎週水曜日
県救急電話相談 ：土日

平日（３病院）

内科

小児科
27

3

3

116

出向医

有床診療所から応援医

非出向医

さて、大手町夜間急病診療所の現実であります。

診療所への出向医であります。会員には入会時等に出向の協力をお願いしてい

ます。有床診療所の先生は出向は免除されます。また、７０歳以上になると申

し出で免除されるというシステムになっていますが、実際７０歳以上の先生は

出向されていません。個々の事情で免除される場合もあります。スライドの如く

内科は2/3の先生に御協力を頂いていますが、残りの1/3の先生は出向されて

いません。有床診療所から３人応援があり、７７名で内科は診療所を廻してい

ます。

しかし、小児科は該当医師は２４名しかいません。その内３人が事情で出向されて

いませんが、有床診療所から３人応援があり、都合その２４名と金大小児科か

ら毎週水曜日の応援でなんとか３６５日を維持しております。それでも小児科

は２４名ですから、大手町の夜間急病診療所の出向だけで月1回強あり、他に

県中の応援とか電話相談そして休日当番医がありギリギリで廻しているのが

現状であります。
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夜間急病診療所受診者数 H17～21

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

H17 H18 H19 H20 H21

合計

小児科

内科

年間の受診者数の５年間の推移です。総数でありま
す。４月から３月の年度でまとめてあります。小児
科は内科の約２倍の受診者があります。昨年度は１
０月から診療終了時間が２４時から２３時になった
のですが、新型インフルエンザの影響か逆に少し増
加しています。
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地域別受診者割合

受診者の地域別の割合です。15％弱が金沢市以外

からの受診です。金沢市以外からの受診者数が
年々少しずつ増加傾向にあります。夜間急病診療所
では毎年３０００万円近くの赤字が発生し、金沢市
から補填されているのですが、他の市町村の負担は
今の所はないそうです。
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19時～24時 診療科別案内数 （H21.10からは23時）

H

診療時間内にかかってきた診療科別の相談電話の推
移です。耳鼻咽喉科、外科、整形外科、眼科が多く
合計すると平均1日に２０件近くになります。
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24時以降 情報センター利用数（H21,10からは23時以降）

診療時間後の自動応答による案内数です。１日１０
件弱になります。
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月別平均１日受診者数 H17～21

±1.0SD

夜間急病診療所での5年間の月別受診者数でありま
す。±1.0ＳＤで表してあります。黄緑は内科、黄
色は小児科です。６月から１０月は少ない傾向があ
ります。
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曜日別平均１日受診者数 H17～21

±1.0SD

曜日別受診者数です。内科・小児科共土曜日と休祭
日の受診者が増え1.3倍から２倍になります。
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夜間急病診療所月別1日受診者数

H17          H18                H19                H20          H21                H22  

ここ５年間の日毎の受診者数でその月の最大、平均、
最少受診者数であります。右の方の最大受診者数の
大きい山は新型インフルエンザ騒動の時のものです。
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AH1pdm流行時の３ヶ月の夜間急病診療所の１日受診数
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その新型インフルエンザ流行時の１０月から年末ま
での実数の推移です。山は総て土曜日、休祭日であ
ります。
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その一番ピークの時の新聞報道です。この時小児科
受診者数は１０４名いました。２人応援に出て小児
科３名、内科１名で診療し、大きい児は内科の先生
に助けて頂きました。
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内科・小児科休日当番医の月別１日受診数 H18.4～H22.3

内科

小児科

H18 H19                             H20                              H21                             H22

日曜当番医であります。日曜当番医のデーターは４
年分であります。内科・小児科の１つの診療所ごと
の月別の最大、平均、最少受診者数です。小児科は
季節関係なく１００人の受診者を覚悟しなければな
りません。新型インフルエンザの流行期には内科小
児科の看板を揚げている内科当番医で病院ですが
349人の受診者があり、５人の医師で診療したそう
です。一方、内科では最小の受診者で１桁は数多く
あり、中には１人のいうのもあります。当番医の地
域によっては人件費どころか光熱費にもならない所
もあるのが現状です。
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整形外科・外科休日当番医の月別１日受診数

H18.4～H22.3
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整形外科

外科

様に整形外科、外科です。先程のスライドと ス
ケールが半分になっています。100人を超える場合
もあります。
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産婦人科・眼科休日当番医の月別１日受診数
H18.4～H22.3

産婦人科

眼科

産婦人科・眼科であります。
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耳鼻咽喉科・泌尿器科休日当番医の月別１日受診数
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耳鼻咽喉科・皮膚泌尿器科であります。耳鼻科では
100人を超え200人近い場合もあります。
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受診者数と２次搬送、救急搬送

H17      18      19                  20                  21
内科 2.61% 小児科 1.22%
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二次へ

救急車で

大手町の夜間急病診療所に戻ります。受診者数と後方病院
への紹介患者数及びその救急車の利用数です。受診者数の
スケールが紹介患者数の10倍になっております。内科は黄緑
色、小児科は黄色、紹介患者は橙色、救急車使用は赤色で
示してあります。H17とH18の救急車利用は総数しか判りませ
んでした。受診数で、内科は小児科の半分なのですが、後方
病院への紹介数は小児科と同じ位か多い位で、救急車の利
用も内科の方が多い傾向にありました。救急車の利用では小
児科は自家用車で連れて来る率が高いという事もあります。
後方病院へ紹介する割合は内科の方が多く、ちなみに５年間
で平均、内科は受診者数の2.61%、小児科は1.22%が後方病院
にお願いしていました。
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内科：二次輪番病院と移送患者（全体の割合）H18～21
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輪番等での後方病院の割り当て割合とその患者紹介
割合であります。灰色のバックが病院の輪番等二次
割り当て割合です。スライドは内科ですが、金大と
県中は３次病院になっています。ほぼ割り当て割合
と紹介割合は同じような傾向にありました。
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小児科：後方支援病院と移送患者（全体の割合）H17～21
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小児科は金大だけが３次病院になっています。複数
の医師がいる県中と医療センターに集中していまし
た。複数の医師がいる医王病院が少ないのは地理的
な問題だろうと思っております。

20



まとめ（夜間急病診療所）

会員の協力と後方待機病院の支援を得て、大過なく運営。

・出向医 内科：出向非協力医が多数いる。

小児科：ほぼ全員の協力を得ている。絶対数が少ない。

当番医、県中外来、電話相談等もあり、負担は限界！

・受診者数：小児科≫内科

患者急増期の受診者数は許容限界（土休祭日）

→かかりつけ医機能の強化、

家庭でのトリアージの必要性、

地域として救急体制の再構築の必要性

・二次医療機関への紹介 内科≫小児科（救急車による搬送も）

・後方待機病院 内科：割合に応じた紹介数（輪番制が機能）

小児科：県立中央病院、医療センターに集中

以上のまとめであります。
夜間急病診療所での小児科は、受診数が多い時期の、土曜日、日

曜日は限界にきていると思われます。その為かかりつけ医の強化

や家庭でのトリアージの普及が必要と思われます。小児科医の人

数はギリギリであり、日曜当番医も含め体制としての見直しが必要

であろうと思っています。

内科は小児科の半分の受診数ですが、２次紹介患者の数は同じ位で、

内科の方が頻度として重症な人が多いと思われました。

輪番制の後方病院の割り当てに関して、内科はうまく機能している様

ですが、小児科の２次は県中と医療センターに集中していました。

以上であります。

なお、データーのまとめに医師会事務局の横山さんと金沢総合健康セ

ンターの神川さんに御足労をお掛けいたしました。この場をお借りして

御礼申し上げます。ありがとうございました。

21


